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C
O
P
26
の
成
果
〜
50
年
脱
炭
素
へ
の
第
1
歩

　

本
年
11
月
、
エ
ジ
プ
ト
の
シ
ャ
ル
ム
エ

ル
シ
ェ
イ
ク
に
て
C
O
P
27
が
開
催
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
の
世
界
の
脱
炭
素
に
向
け

た
動
き
を
振
り
返
る
と
、
ま
ず
、

2
0
1
5
年
の
C
O
P
21
で
締
結
さ
れ
た

パ
リ
協
定
に
お
い
て
「
世
界
の
気
温
上
昇

を
産
業
革
命
以
前
に
比
べ
て
＋
2
℃
よ
り

も
十
分
低
く
保
つ
と
と
も
に
、
＋
1
・
5

℃
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す
る
こ
と
」
を

目
標
に
、
新
興
国
を
含
め
た
す
べ
て
の
締

約
国
が
温
室
効
果
ガ
ス
（
G
H
G
）
排
出

削
減
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
と
な
り
、
世
界

が
全
体
と
し
て
脱
炭
素
に
向
け
て
動
き
始

め
た
。

　

そ
し
て
昨
年
、
英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
て

開
催
さ
れ
た
C
O
P
26
で
は
、
C
O
P
21

以
来
の
首
脳
級
会
合
が
実
現
し
、
1
3
0

カ
国
以
上
の
首
脳
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
が
行

わ
れ
、
全
会
一
致
の
最
終
合
意
文
書
で
は
、

気
温
上
昇
を
＋
1
・
5
℃
以
内
に
抑
え
る

目
標
（
1
・
5
℃
目
標
）
の
重
要
性
が
確

認
さ
れ
、
世
界
全
体
と
し
て
、
1
・
5
℃

目
標
の
達
成
、
す
な
わ
ち
、
50
年
脱
炭
素

に
向
け
て
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
加

え
て
、
表
現
が
弱
ま
っ
た
と
は
い
え
、
最

終
合
意
文
書
の
中
で
、
具
体
的
な
脱
炭
素

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
石
炭
火
力

発
電
の
段
階
的
な
削
減
な
ど
も
言
及
さ
れ

た
ほ
か
、
G
H
G
の
排
出
削
減
量
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
と
し
て
取
引
可
能
と
す
る
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
等
に
関
す
る
実
施
指
針
が
合
意

さ
れ
、
パ
リ
協
定
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
も
完

成
し
た
。
ま
た
、
C
O
P
26
に
合
わ
せ
て
、

イ
ン
ド
や
ロ
シ
ア
と
い
っ
た
G
H
G
排
出

量
の
多
い
新
興
国
が
脱
炭
素
目
標
年
を
宣

言
し
た
ほ
か
、
国
際
会
計
基
準
を
管
理
す

る
I
F
R
S
財
団
は
、
企
業
に
よ
る
気
候

関
連
情
報
開
示
の
ル
ー
ル
整
備
を
行
う
国

際
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
審
議
会

（
I
S
S
B
）
の
設
立
を
発
表
。
各
国
の

金
融
機
関
に
よ
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
金
融
同
盟

（
G
F
A
N
Z
）
の
発
足
な
ど
も
発
表
さ

れ
る
な
ど
、
C
O
P
26
を
経
て
、
官
民
と

も
に
、
50
年
脱
炭
素
に
向
け
た
モ
メ
ン
タ

ム
が
強
く
な
っ
た
。

C
O
P
27
、世
界
は
団
結
し
て
脱
炭
素
に
向
か
え
る
か

現
実
の
問
題
と
な
る
温
暖
化
へ
早
急
な
対
応
が
不
可
欠

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部

金
融
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

大
嶋
秀
雄

外交・国際

　
本
年
11
月
、
エ
ジ
プ
ト
に
て
第
27
回
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
締
約
国
会
議
（
C
O
P
27
）
が
開
催
さ
れ
る
。
足
元

で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
伴
う
国
際
社
会
の
分
断
や
経
済
環
境
の
悪
化
を
受
け
て
、
気
候
変
動
対
応
に
は
逆
風
が
強
ま

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
既
に
温
暖
化
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ナ
ス
影
響
は
現
実
の
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
気
候
変
動

対
応
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
C
O
P
27
で
は
、
脱
炭
素
に
向
け
た
世
界
の
団
結
が
試
さ
れ
る
と
と

も
に
、
具
体
的
な
論
点
と
し
て
①
温
暖
化
へ
の
備
え
で
あ
る
適
応
策
に
関
す
る
支
援
の
枠
組
み
や
目
標
設
定
②
温
暖
化
に

起
因
す
る
損
失
と
損
害
に
対
す
る
支
援
の
枠
組
み
③
1
・
5
℃
目
標
に
整
合
す
る
各
国
の
脱
炭
素
目
標
引
き
上
げ
④
脱
炭

素
に
向
け
た
具
体
策
の
検
討
⑤
新
興
国
へ
の
資
金
支
援
強
化
―
が
求
め
ら
れ
る
。

お
お
し
ま
・
ひ
で
お　

京
大
理
学
部

卒
。三
井
住
友
銀
行
入
行
、日
本
総
合

研
究
所
調
査
部
、日
興
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
理
事
長
室
、三
井
住
友
銀
行

リ
ス
ク
統
括
部
を
経
て
、現
職
。専
門

は
金
融
機
関
の
経
営
環
境
、金
融
シ

ス
テ
ム
。
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C
O
P
27
を
前
に
岐
路
に
立
つ
50
年
脱
炭
素

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
世
界
情
勢

は
一
変
し
た
。
22
年
2
月
末
に
始

ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
、
日
米
欧
と
ロ

シ
ア
の
対
立
は
深
刻
化
し
、
そ
の

他
の
国
に
つ
い
て
も
、
ロ
シ
ア
に

対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
違
い
が
際
立

っ
て
き
て
お
り
、
国
際
社
会
の
分

断
が
深
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

22
年
8
月
に
は
、
ペ
ロ
シ
米
下
院

議
長
が
台
湾
を
訪
問
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
米
中
対
立
も
先
鋭
化
し

て
い
る
。
一
方
、
世
界
経
済
を
見

る
と
、
米
欧
等
で
の
コ
ロ
ナ
危
機

か
ら
の
経
済
活
動
再
開
を
背
景
に

イ
ン
フ
レ
率
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ

た
と
こ
ろ
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

を
受
け
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
穀
物

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
品
目
の
供

給
不
安
・
価
格
高
騰
が
生
じ
て
、

世
界
的
に
イ
ン
フ
レ
が
高
進
し
、

各
国
中
銀
の
急
速
な
利
上
げ
も
あ

っ
て
、
世
界
経
済
の
減
速
懸
念
が

高
ま
っ
て
い
る
（
図
表
1
）。

　

こ
う
し
た
世
界
情
勢
の
変
化
を

受
け
て
、
気
候
変
動
対
応
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
逆
風
が
強
ま
っ
て
お
り
、

50
年
脱
炭
素
は
C
O
P
27
を
前
に
岐
路
に

立
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
三
つ

の
逆
風
に
直
面
し
て
い
る
。

　

一
つ
は
、
排
出
量
の
多
い
石
炭
等
の
化

石
燃
料
へ
の
回
帰
の
動
き
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
が
最
大
の
輸
出
国
で
あ
る
天
然
ガ
ス
は
、

化
石
燃
料
の
中
で
も
G
H
G
排
出
量
が
少

な
く
、
当
面
の
排
出
削
減
で
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
に
伴
う
ロ
シ
ア
か
ら
欧
州
へ
の
天
然
ガ

ス
の
供
給
制
限
を
受
け
て
、
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
（
図
表
2
）。
こ
う
し
た
供
給

不
安
や
価
格
高
騰
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
を
後
押
し
す
る
と
の
見

方
も
あ
る
も
の
の
、
再
エ
ネ
の
拡
大
に
は

時
間
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
、
足
元
で

は
、
各
国
に
よ
る
化
石
燃
料
の
囲
い
込

み
が
広
が
っ
て
お
り
、
G
H
G
排
出
量

が
多
い
も
の
の
、
比
較
的
調
達
し
や
す

い
石
炭
を
活
用
す
る
動
き
も
広
が
っ
て

い
る
。

　

二
つ
目
に
、
企
業
や
家
計
に
お
け
る

脱
炭
素
の
消
極
化
が
あ
る
。
脱
炭
素
に

向
け
て
は
、
大
規
模
な
技
術
開
発
投
資

や
設
備
投
資
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
の
、

イ
ン
フ
レ
高
進
や
景
気
減
速
に
伴
う
企

業
業
績
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
企
業
の
投

資
余
力
が
低
下
し
て
い
る
。
加
え
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

鉱
物
等
の
供
給
不
安
も
、
脱
炭
素
投
資
に

必
要
な
資
源
の
調
達
を
困
難
化
さ
せ
、
脱

炭
素
投
資
の
制
約
と
な
り
得
る
。
ま
た
、

家
計
の
生
活
も
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

大
き
な
変
化
や
痛
み
を
伴
い
が
ち
な
脱
炭

素
の
取
り
組
み
へ
の
理
解
・
協
力
が
得
に

く
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
イ

ン
フ
レ
高
進
は
、
政
権
支
持
率
を
低
下
さ

せ
る
傾
向
が
あ
り
、
政
治
基
盤
が
揺
ら
ぐ

こ
と
で
脱
炭
素
に
向
け
た
大
胆
な
構
造
改

革
の
推
進
力
が
弱
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、
三
つ
目
は
、
国
際
連
携
の
困

難
化
で
あ
る
。
国
際
社
会
の
分
断
が
深
ま

る
中
、
国
際
的
な
議
論
や
合
意
形
成
が
極

め
て
難
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
国
連
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〈図表1〉IMFによる2022年の経済見通しの変化（世界経済成長率、インフレ率）
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〈図表2〉欧州天然ガス価格（オランダTTF）
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の
機
能
不
全
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

本
年
7
月
の
G
20
財
務
相
・
中
央
銀
行
総

裁
会
議
や
同
8
月
の
G
20
環
境
・
気
候
相

会
合
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
め
ぐ
る

対
立
が
災
い
し
て
共
同
声
明
を
採
択
で
き

な
か
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
長
期
化

の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
今
後
も
、
国
際

連
携
が
難
し
い
状
況
が
続
く
可
能
性
が
高

い
。現

実
の
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
気
候
変
動

　

一
方
で
、
温
暖
化
は
現
実
の
問
題
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
科
学
的
知
見
か
ら
気
候
変

動
を
評
価
す
る
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
が
21
〜

22
年
に
段
階
的
に
公
開
し
て
い
る
第
6
次

評
価
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
活
動
が

温
暖
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
は
疑
う
余
地

が
な
く
、
既
に
、
世
界

の
気
温
は
産
業
革
命
以

前
と
比
べ
て
＋
1
・
1

℃
上
昇
す
る
な
ど
、
地

球
環
境
に
広
範
囲
か
つ

急
速
な
変
化
が
表
れ
て

い
る
。
ま
た
、
同
報
告

書
は
、
直
近
の
分
析
を

基
に
、
40
年
ま
で
に
気

温
上
昇
が
＋
1
・
5
℃

を
超
え
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
指
摘

し
た
上
で
、
30
億
人
以
上
が
気
候
変
動
に

対
し
て
非
常
に
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

な
環
境
下
で
生
活

し
て
お
り
、
気
温
上
昇
が
＋
1
・
5
℃
を

超
え
る
場
合
に
は
、
多
く
の
人
や
自
然
環

境
が
深
刻
な
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
可
能
性

が
高
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
気
温
上

昇
を
＋
1
・
5
℃
以
内
に
抑
え
、
深
刻
な

影
響
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
早
急
に
気

候
変
動
対
策
を
強
化
し
、
遅
く
と
も
25
年

ま
で
に
世
界
の
G
H
G
排
出
量
を
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
さ
せ
、
30
年
ま
で
に
直
近
に
比
べ

て
半
減
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
る
（
図
表
3
）。

　

既
に
、
世
界
各
地
で
異
常
気
象
が
発
生

し
て
お
り
、
本
年
も
、
8
月
に
欧
州
に
お

い
て
過
去
5
0
0
年
で
最
悪
と
い
わ
れ
る

熱
波
と
干
ば
つ
が
発
生
し
、
ス
ペ
イ
ン
な

ど
で
大
規
模
な
山
火
事
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
一
方
、
欧
州
各
地
で
河
川
水
位
が
低

下
し
、
冷
却
水
の
不
足
で
発
電
所
の
稼
働

が
制
限
さ
れ
た
ほ
か
、
船
舶
に
よ
る
貨
物

輸
送
に
も
支
障
が
生
じ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
悪
影
響
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
じ
8
月
に
、
中
国
で
も
60
年
ぶ
り
と
い

わ
れ
る
記
録
的
な
猛
暑
や
水
不
足
が
発
生

し
、
電
力
需
給
の
逼ひ

っ

迫ぱ
く

に
よ
っ
て
工
場
等

の
操
業
停
止
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た

異
常
気
象
が
温
暖
化
の
影
響
で
あ
る
と
断

定
す
る
の
は
難
し
い
も
の
の
、
温
暖
化
が

さ
ら
に
進
行
し
た
場
合
に
は
、
こ
う
し
た

異
常
気
象
が
増
加
し
て
、
経
済
活
動
等
へ

の
悪
影
響
が
拡
大
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

C
O
P
27
で
は
世
界
の
団
結
が
試
さ
れ
る

　

気
候
変
動
対
応
へ
の
逆
風
は
強
ま
っ
て

い
る
も
の
の
、
温
暖
化
が
現
実
の
問
題
と

な
り
つ
つ
あ
る
中
、
対
応
は
待
っ
た
な
し

と
言
え
る
。
産
業
界
で
は
、
国
際
社
会
の

分
断
の
深
ま
り
に
対
し
て
、
フ
レ
ン
ド
・

シ
ョ
ア
リ
ン
グ
と
い
っ
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
友
好
国
に
シ
フ
ト
す
る
動
き
も

見
ら
れ
始
め
て
い
る
が
、
気
候
変
動
に
つ

い
て
は
地
球
全
体
の
問
題
で
あ
る
た
め
、

日
米
欧
だ
け
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も

意
味
が
な
く
、
世
界
全
体
が
団
結
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
受
け
て
国
際
的
に
孤

立
し
て
い
る
ロ
シ
ア
や
、
米
欧
と
距
離
を

置
く
姿
勢
が
目
立
つ
中
国
や
イ
ン
ド
は
、

そ
れ
ぞ
れ
世
界
4
位
、
1
位
、
3
位
の

G
H
G
排
出
国
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
々

の
取
り
組
み
な
し
に
脱
炭
素
は
実
現
不
可

能
で
あ
る
（
図
表
4
）。

　

従
っ
て
、
C
O
P
27
で
は
、
世
界
が
逆

風
に
立
ち
向
か
っ
て
、
脱
炭
素
に
向
け
て

団
結
で
き
る
か
が
試
さ
れ
て
い
る
と
言
え

る
。
そ
も
そ
も
、
気
候
変
動
対
応
は
、
数

十
年
単
位
の
超
長
期
に
わ
た
る
取
り
組
み

で
、
そ
の
道
の
り
は
極
め
て
困
難
な
も
の

で
あ
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
、
逆

風
に
直
面
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、

C
O
P
27
に
お
い
て
、
世
界
が
逆
風
を
は

ね
の
け
る
道
筋
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

気
候
変
動
対
応
の
持
続
性
を
高
め
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

緩
和
と
適
応
の
両
面
の
議
論
が
不
可
欠

　

次
に
、
具
体
的
な
論
点
に
つ
い
て
考
え

た
い
。
先
述
の
通
り
、
既
に
温
暖
化
の
影

響
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、
C
O
P
27
に

お
い
て
は
、
温
暖
化
を
回
避
す
る
た
め
の

排
出
削
減
の
取
り
組
み
で
あ
る
緩
和
策

（m
itigation

）
の
議
論
に
加
え
て
、
温

暖
化
に
よ
る
被
害
へ
の
備
え
で
あ
る
適
応

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050
既存の政策のみ

（GtCO2・eq／年）

2030年以降に排出を削減、温暖化を2℃以内に抑制
温暖化を2℃以内に抑制
温暖化を1.5℃以内に抑制
2015、19年の排出量推計（黒点は中央値）

80

70

60

50

40

30

20

10

0

-10

（出所）環境省「IPCC第6次評価報告書第3作業部会
報告書政策決定者向け要約」

〈図表3〉世界のGHG排出量推計
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策
（adaptation

）
の
議
論
の
重
要
性
が

増
し
て
い
る
。
特
に
、
C
O
P
27
の
開
催

国
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
は
、
G
H
G
排
出
量

は
多
く
な
い
も
の
の
、
気
候
変
動
へ
の
脆

弱
性
が
高
い
ア
フ
リ
カ
に
位
置
し
て
お
り
、

適
応
策
の
議
論
が
活
発
に
な
る
可
能
性
が

高
い
。

　

適
応
策
に
つ
い
て
は
、
先
進
国
か
ら
新

興
国
へ
の
適
応
支
援
の
強
化
が
焦
点
と
な

る
。
新
興
国
は
、
技
術
、
人
材
な
ど
も
不

足
し
て
い
る
が
、
特
に
資
金
面
の
支
援
強

化
を
強
く
求
め
て
い
る
。
C
O
P
26
の
最

終
合
意
文
書
で
も
、
先
進
国
は
、
25
年
ま

で
に
新
興
国
へ
の
適
応
資
金
支
援
を
19
年

に
比
べ
て
2
倍
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
先
進
国
が
ど
こ
ま
で
資
金
支
援

を
引
き
上
げ
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、

適
応
資
金
の
支
援
で
は
、
公
的
資
金
だ
け

で
な
く
、
民
間
資
金
の
導
入
も
課
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
適
応
策
は
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
と
い
っ
た
収
益
を
生
み
出
し
に
く

い
事
業
が
多
い
た
め
、
民
間
資
金
の
導
入

に
向
け
て
は
、
P
P
P
と
い
っ
た
、
官
民

が
連
携
す
る
仕
組
み
の
構
築
が
急
務
で
あ

る
。
加
え
て
、
世
界
全
体
の
適
応
目
標

（G
lobal G

oal on Adaptation　

：

G
G
A
）
の
設
定
も
重
要
な
論
点
と
な
る
。

パ
リ
協
定
で
は
、
緩
和
策
に
つ
い
て
は
、

気
温
上
昇
を
＋
1
・
5
℃
に
抑
え
る
と
い

っ
た
具
体
的
な
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
適
応
策
に
つ
い
て
は
、
気

候
変
動
へ
の
適
応
に
関
す
る
能
力
の
向
上

や
気
候
変
動
に
対
す
る
強

き
ょ
う

靭じ
ん

性
の

強
化
と
い
っ
た
定
性
的
な
目
標
し
か

示
さ
れ
て
い
な
い
。
具
体
的
な
目
標

の
設
定
に
向
け
て
、
C
O
P
26
か
ら

2
カ
年
の
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
各
国
の
意
見
の
対

立
も
目
立
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
評

価
方
法
な
ど
の
検
討
が
進
む
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
適
応
策
に
関
連
し
て
、
損

失
と
損
害
（
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
）
へ

の
対
応
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。

適
応
策
を
講
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

生
じ
る
、
温
暖
化
に
起
因
す
る
ロ
ス
＆
ダ

メ
ー
ジ
は
、
適
応
支
援
で
は
十
分
に
賄
え

な
い
た
め
、
新
興
国
は
、
技
術
と
資
金
の

両
面
か
ら
、
先
進
国
に
対
し
て
支
援
を
求

め
て
い
る
。
C
O
P
27
で
は
、
C
O
P
25

で
設
立
さ
れ
た
、
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
に
関

す
る
技
術
支
援
の
枠
組
み
で
あ
る
サ
ン
テ

ィ
ア
ゴ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
稼
働
に
向
け

た
議
論
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
最

終
合
意
に
達
す
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。
ま

た
、
新
興
国
は
、
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
も
、
先
進
国
に
対
し
て
資
金
支
援
を

要
請
し
て
お
り
、
新
た
な
資
金
支
援
の
枠

組
み
の
検
討
も
焦
点
と
な
る
。

　

一
方
、
緩
和
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
野
心
的
な
脱
炭
素
目
標
の
設
定
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、
C
O
P
26

で
は
、
イ
ン
ド
や
ロ
シ
ア
な
ど
が
新
た
に

脱
炭
素
目
標
年
を
宣
言
す
る
な
ど
、

G
H
G
排
出
削
減
目
標
（
N
D
C
）
を
引

き
上
げ
た
国
が
多
く
見
ら
れ
た
も
の
の
、

各
国
の
N
D
C
が
達
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、

依
然
と
し
て
1
・
5
℃
目
標
は
達
成
で
き

な
い
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
よ

り
現
実
的
な
目
標
設
定
と
な
る
30
年
の
中

間
目
標
に
つ
い
て
は
、
I
P
C
C
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
1
・
5
℃
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
は
排
出
量
を
直
近
に
比
べ
て
半

減
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
現

状
の
N
D
C
で
は
、
G
H
G
排
出
量
が
減

少
し
な
い
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

C
O
P
26
の
最
終
合
意
文
書
で
も
、
各
国

は
22
年
末
ま
で
に
必
要
に
応
じ
て
30
年
目

標
の
見
直
し
を
検
討
す
る
よ
う
要
請
さ
れ

て
い
る
が
、
C
O
P
27
に
向
け
て
、
各
国

が
ど
こ
ま
で
脱
炭
素
目
標
を
引
き
上
げ
ら

れ
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

　

加
え
て
、
脱
炭
素
に
向
け
た
具
体
策
の

検
討
も
重
要
で
あ
る
。
C
O
P
26
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
具
体
策
の
議
論
が
行
わ
れ
た
が
、

最
終
合
意
文
書
に
お
い
て
、
新
興
国
の
反

発
で
石
炭
火
力
発
電
に
関
す
る
表
現
が
弱

ま
る
結
果
と
な
っ
た
よ
う
に
、
合
意
形
成

は
難
航
し
た
。
全
会
一
致
が
必
要
な
最
終

合
意
文
書
に
盛
り
込
む
の
は
困
難
と
し
て
、

議
長
国
の
英
国
を
中
心
に
、
有
志
国
に
よ

っ
て
、
石
炭
火
力
発
電
の
廃
止
や
排
出
ゼ

ロ
車
へ
の
移
行
と
い
っ
た
具
体
策
に
関
す

る
多
く
の
声
明
が
公
表
さ
れ
た
も
の
の
、

日
米
中
と
い
っ
た
主
要
排
出
国
が
参
加
し

な
い
も
の
も
多
か
っ
た
。
本
年
6
月
の

G
7
首
脳
会
合
（
G
7
サ
ミ
ッ
ト
）
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
は
、
排
出
ゼ
ロ
車
の
普
及

促
進
な
ど
に
よ
る
30
年
ま
で
の
道
路
部
門

に
お
け
る
高
度
な
脱
炭
素
化
、
再
エ
ネ
の

拡
大
な
ど
に
よ
る
35
年
ま
で
の
電
力
部
門

に
お
け
る
大
宗
の
脱
炭
素
化
が
目
標
と
し

て
示
さ
れ
た
が
、
C
O
P
27
に
お
い
て
も
、

0 20 40 60 80 100 120

【脱炭素目標】

（億tCO2）

中国

米国

インド

ロシア

日本

2060年

2050年

2070年

2060年

2050年

（注）エネルギー起源の排出量。
（出所）BP等を基に日本総研作成

〈図表4〉主要排出国のCO2排出量（2021年）
と脱炭素目標年
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50
年
脱
炭
素
の
実
現
に
向
け
た
具
体
策
に

関
す
る
議
論
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
の
他
、
新
興
国
の
適
応
や
緩
和
の
取

り
組
み
へ
の
資
金
支
援
の
目
標
も
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
る
。
先
進
国
は
、
20
年
ま
で

に
新
興
国
へ
の
資
金
支
援
を
年
1
0
0
0

億
㌦
に
引
き
上
げ
る
目
標
を
設
定
し
て
い

た
が
、
約
2
0
0
億
㌦
未
達
と
な
り
、

C
O
P
26
の
最
終
合
意
文
書
で
は
遺
憾
で

あ
る
と
明
記
さ
れ
、
早
急
な
支
援
拡
大
が

要
請
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
25
年
以
降

の
新
た
な
資
金
支
援
目
標
の
検
討
も
開
始

さ
れ
て
お
り
、
先
進
国
が
ど
こ
ま
で
資
金

支
援
の
目
標
を
引
き
上
げ
ら
れ
る
か
が
注

目
さ
れ
る
。

　

国
際
社
会
の
分
断
が
深
ま
る
中
、

C
O
P
27
に
お
け
る
協
議
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
難
航
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
温

暖
化
は
着
実
に
現
実
の
問
題
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
気
候
変
動
対
応
に
は
時
間
的
余

裕
は
な
い
。
ま
た
、
気
候
変
動
問
題
は
、

一
部
の
国
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題

で
あ
り
、
ロ
シ
ア
な
ど
も
含
め
た
、
世
界

全
体
で
の
議
論
が
不
可
欠
で
あ
る
。

C
O
P
27
で
は
、
国
際
社
会
が
団
結
し
て

眼
前
の
逆
風
を
乗
り
越
え
て
、
世
界
全
体

と
し
て
、
脱
炭
素
に
向
け
て
着
実
に
前
進

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。


